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県、市が建設同意にあたって必要と考える、
国の関与の「大切な要素」 国の具体的な対応

基本的な国の姿勢 ≪前文≫
国家プロジェクトの一つとして、国策として進める。

施設の建設及び
安定的な運営等に必要な支援

≪１．総論 ①施設の安全性確保≫
文部科学省は、世界最高水準の安全性を備えた施設の建設及び安
定的な運営のための維持管理、組織・人員体制の整備等に必要な支
援を行う。

長崎大学の取組を
第三者の立場からチェックする仕組み

≪２．管理運営体制の整備≫
長崎大学の取組を第三者の立場からチェックする仕組みを、国の主導に
より構築する。具体的には、文部科学省は、関係省庁及び有識者等を
構成員とする「施設運営監理委員会」（仮称）を開催し、大学が実施
する安全性の確保と住民の理解などに向けた取組についてチェックする。

万一の事故・災害等への対応

≪１．総論 ④事故・災害等への対応≫
・万一事故・災害等が発生した場合には、厚生労働省及び文部科学
省等は、直ちに職員及び専門家を現地に派遣して長崎大学に対する
技術支援や指示を行うなど、関係自治体及び長崎大学と連携して事
態収拾に向けて対応する。
・関係省庁は、長崎大学が設置主体としてその責任を果たせるよう必要
な支援を行う。

「長崎大学の高度安全実験施設（BSL4施設）整備に係る国の関与について」 （概要）
（平成28年11月17日 国際的に脅威となる感染症対策関係閣僚会議決定）
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2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

施設・
設備

研究費

体制
整備

予算額 約5億円 約12.8億円 約30.5億円 約43.8億円 約22.8億円 約12億円

【実施設計】 【施設・ユニット、実験機器等整備】

長崎大学ＢＳＬ-４施設整備に向けた予算措置について

▲
７月末施設竣工

【各年度人件費等体制整備に係る支援】
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【各年度研究費の支援を実施】

○ 2022年度予算において、長崎大学ＢＳＬ-４施設に関連する経費として、約12億円を計上。
○ 今後も引き続き、本格稼働に向けた必要な支援を行う。

※施設竣工後は稼働に向けた
試験運転等を実施中



長崎大学高度安全実験施設に係る監理委員会の開催状況について

○委員会の目的
「長崎大学の高度安全実験施設（BSL4施設）整備に係る国の関与について」（平成28年11月17日関係閣僚

会議決定）に基づき、長崎大学における高度安全実験施設（BSL4施設）の整備に当たり、大学が実施する安全
性の確保と住民の理解などに向けた取組について第三者の立場からチェックすることを目的とする。

○開催概要
 第８回(2020/2/21) 建設工事の状況、安全確保の方策等について
 第９回(2021/3/5) 建設工事の状況、安全確保の方策等について
 第10回(2022/3/11)   建設工事の状況、安全確保の方策等について

 第11回 安全確保の方策等について（調整中）
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文科省としては、引き続き、長崎大学の取組を第三者の立場からチェックする仕組みを構築し、
大学が実施する安全性の確保と住民の理解などに向けた取組についてチェックする予定。

○委員（令和４年４月に改選）
西條 政幸 札幌市保健福祉局保健所・医療政策担当 部長
野口 和彦 横浜国立大学 IASリスク共生社会創造センター 客員教授
神田 玲子 量子科学技術研究開発機構 量子生命・医学部門 放射線医学研究所 副所長
河本 志朗 日本大学危機管理学部 教授
岡村 匡史 国立国際医療研究センター研究所動物実験施設 室長
笹川 千尋（主査） 千葉大学真菌医学研究センター センター長
平尾 覚 西村あさひ法律事務所 弁護士

→ BSL4施設建設工事の状況、BSL4施設における安全確保の方策等に関する検討状況及び
地域理解の取組について議論を実施。








